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研究課題名 
がんクリニカルシークエンス検査MSK-IMPACTのデータを用いた多施設共同後ろ向き

観察研究 

研究の対象 
当院において、MSK-IMPACT検査を実施した患者で、『がん遺伝子解析検査の臨床

的有用性の検討（A160728006）』に同意をした患者。 

研究目的 

・方法 

本研究活動の目的は、日本において初めて導入された MSK-IMPACT 検査の初期の

症例をまとめ、日本人のがんのデータとして報告することにあります。当院と順天堂

大学の症例を合わせて、がん遺伝子の変異の頻度などをまとめて報告します。 

研究期間 西暦 2017年 11月 27日 ～ 西暦 2018年 3月 31日 

研究に用いる 

試料・情報の 

種類 

MSK-IMPACT検査結果と患者さんの臨床情報を用います。 

個人を特定できる情報を用いることはありません。 

また、『がん遺伝子解析検査の臨床的有用性の検討（A160728006）』に記載され

ている以上の情報を新たに取得することはありません。 

外部への 

試料・情報の 

提供 

一部専門的な解析が必要になるため、外部機関である下記の共同研究者に解析を委

託します。 

東京大学大学院医学系研究科ゲノム医学講座・特任助教 高阪真路 

〒113-0033 東京都文京区本郷 7-3-1 東京大学大学院医学系研究科ゲノム医学

講座 

データは匿名化後に送付する。データ解析はインターネットに接続されていないコ

ンピューターで行います。第三者にデータが送付・漏洩することはありません。解析

終了後に送付されたデータは速やかに破棄します。 

研究組織 

横浜市立大学医学部肝胆膵消化器病学 

順天堂大学医学部腫瘍内科学 

東京大学大学院医学系研究科ゲノム医学講座 

 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書

及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて、検体等の提供者もしくは代理人の方にご

了承いただけない場合には研究対象といたしませんので、下記の連絡先までお申出ください。その場

合でも患者さんに不利益が生じることはございません。 
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問合せ先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

〒236-0004 横浜市金沢区福浦 3-9 

横浜市立大学附属病院 消化器内科 肝胆膵消化器病学 

（研究責任者）加藤真吾    （個人情報管理者）斎藤聡 

電話番号：045－787－2800（代表） FAX：045－784－3546 

 


